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○ 障

利

れ

約

 

 

１章 障

計画策

的な動向) 

国連は１９

障害者の「

1)障害者の

2)就労の機

3)日常生活

4)社会参加

5)国際障害

これを受け

983年か

が障害者施

障害者の人

利に関する条

れ、日本政府

約」に署名

障害者の

障

の

及

促

障害者計画

策定の背景

８１年を

「完全参加と

の身体的、

機会保障 

活への参加

加権の周知

害者年の目

て1982

から1992

施策に計画的

人権と基本的

条約」が２

府は２００

しました。

の権利に関す

害者の固有

参加等を一

び基本的自

進するため

画について

景 

「国際障害

と平等」を

精神的な社

の促進 

徹底のため

的の実施の

年に「障害

年までの

的に取り組

的自由の完

２００６年(

０７年(平成

 

する条約 

有の尊厳、

一般原則と

自由につい

めの措置を

て 

害者年」に指

をテーマとし

社会適合の

めの社会教

のための措

者に関する

10年間を

組むことにな

完全な実現を

(平成１８年

成１９年)９

個人の自律

して規定し

て定めた上

締約国がと

 

 

 

 

(2 ページ

指定しまし

して次の内

の援助 

教育と情報の

措置と方法の

る世界行動

を「国連・障

なりました

を確保し、

年)１２月に

９月２８日に

律及び自立

し、障害者

上で、この

とること等

ジ)

した。 

内容が決議さ

の提供 

の確立 

計画」が国

障害者の十

た。 

促進する

に、第６１

に、「障害

立、差別され

者に保障され

の人権及び基

等を定めてい

されました

連総会で決

十年」と宣言

ために「障

回国連総会

者の権利に

れないこと

れるべき個

基本的自由

いる。 

 

た。 

決議され、

言し、各国

障害者の権

会で採択さ

に関する条

と、社会へ

個々の人権

由を確保し

権

さ

条
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身

保

別

 

○ 一

間

 

○ 平

し

付

 

○ 障

そ

て

と

 

○ 平

ー

た

 

○ こ

域

障

 

 

 

 

 

 

 

の動き) 

我が国の障害

身体障害者

保健福祉法

別に定めら

一方、障害

間の格差や

平成５年１

した。この

付けられま

障害者基本

その尊厳に

て社会、経

とする」と

平成１５年

ービスを選

た。 

これまで障

域生活支援

障害者自立

害福祉は、

者福祉法(昭和

法(精神保健

れた法律に

害の種別や分

や制度と制度

２月に心身

の改正により

した。 

本法の基本理

にふさわしい

経済、文化そ

規定されま

年４月から支

選択し、事業

障害別に進め

援の一層の充

立支援法が制

障害者の

和２４年１

健及び精神障

によって福

分野ごとの

度の間に埋

身障害者対

り、精神障

理念として

い処遇を保

その他あら

ました。 

支援費制度

業者との契

められてき

充実が求め

制定され、

自立と社会

１２月)、知

障害者福祉

福祉サービス

の福祉サービ

埋もれてしま

対策基本法が

障害が身体障

て、すべての

保障される権

らゆる分野の

度が施行され

契約により、

きた制度によ

められるよう

平成１８年

(3ページ

会経済活動

知的障害者福

祉に関する法

スの整備・

ビスが進め

まう状況が

が改正され

障害や知的

の障害者は

権利を有し

の活動に参

れました。

、サービス

よる制度間

うになり、

年４月から

ジ)

への参加の

福祉法(昭和

法律:昭和２

拡充が図ら

められる中

が発生しまし

れ、障害者基

的障害と並

は「個人の尊

し」、「社会

参加する機

これによ

スを利用す

間の格差の是

これらの

ら段階的に施

の促進を目

和３５年３

２５年５月

られてきま

で、それぞ

した。 

基本法が制

んで法の対

尊厳が重ん

を構成する

会を与えら

り、利用者

る制度が実

是正や、障

課題に対応

施行されま

 

的として、

３月)、精神

)等の障害

ました。 

ぞれの制度

制定されま

対象に位置

んぜられ、

る一員とし

られるもの

者が自らサ

実現しまし

障害者の地

応する形で

ました。 

神

害

度

ま

置

し

の

サ

し

地

で
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葉県の動き)

障害のある

対する配慮

ます。 

平成１９年

人もない人

や合理的配

しやすい社

応援する仕

県では、平

千葉県障害

) 

る人は、誤解

慮が十分でな

年７月、県で

人も共に暮ら

配慮の欠如な

社会づくりを

仕組みづくり

平成２１年度

害者計画」を

解や偏見に

ないために

では障害の

らしやすい

などの差別

を議論する

りを進めて

度から平成

を策定し、

により障害を

に日常生活の

のある人に対

い千葉県づく

別に対して、

る仕組みづく

ています。

成２６年度ま

障害者施策

(4ページ

を理由に不

の様々な場

対する差別

くり条例」

、相談解決

くり、障害

までの６年

策に取り組

ジ)

不利な扱い

場面で暮ら

別をなくす

を制定し、

決の仕組み

害のある人

年間を計画期

組んでいます

を受けたり

しにくさを

ために「障

、不利益な

づくり、誰

に優しい取

期間とする

す。 

 

り、障害に

を感じてい

障害のある

な取り扱い

誰もが暮ら

取り組みを

る「第四次

に

い

る

を
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合

基

  平

れ

当

校

業

き

団

 

○ 平

就

あ

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉市の動き)

佐倉市では

まちに出よ

合的に推進

基本的な考

平成２２年

れに続く新

当事者団体

校、医療機

業安定所、

きました。

団体から障

平成１９年

就労部会、

ある人が自

による定期

) 

は、平成１０

よう 風を受

進しています

考え方や方向

年度で「佐倉

新たな計画を

体、社会福祉

機関、学識経

千葉県印旛

また、障害

障害者の置か

年１０月に

療育支援

立した日常

的な協議を

０年３月に

受けよう

す。この計

向性を明確

倉市障害者

を策定する

祉事業者、

経験者、民

旛健康福祉

害者・家族

かれた現状

「佐倉市障

・教育部会

常生活や社

を進めてい

に「佐倉市障

空を見よう

計画は障害者

確化するため

計画(第３次

るため「佐倉

ボランティ

民生委員・児

祉センター、

族団体及び社

状と課題につ

障害者自立支

会、啓発・権

社会生活を営

いきます。

(5ページ

障害者計画

う～」を策

者基本法に

めの計画で

次改訂版)」

倉市障害者

ィア団体、

児童委員、

、公募によ

社会福祉事

ついてヒア

支援協議会

権利擁護部

営むことが

ジ)

画 自立支援

策定し、佐

に基づき、

です。 

」が終期を

者計画策定

社会福祉

商工会議所

よる市民に

事業者団体、

アリングを行

会」を設置

部会、精神

ができるよ

援さくらプ

倉市の福祉

障害者施策

を迎えるにあ

懇話会」を

協議会、特

所代表、成

より、議論

、公共機関

行いました

し、生活支

部会を設け

う、障害福

 

プラン ～

祉施策を総

策に関する

あたり、こ

を設置し、

特別支援学

成田公共職

論を重ねて

関等、１７

た。 

支援部会、

け、障害の

福祉関係者

～

総

る

こ

学

職

て

の

者
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これ

られ

「障

の視

 

現在

対象

す。

 

この

者計

見を

次改

ける

計画策定

れまでの障

れてきまし

障害は個人

視点に立っ

在、国では

象外となっ

。 

のように、

計画策定懇

を聞きなが

改訂版)」を

るまちづく

定の趣旨 

障害者に対す

したが、20

人にあるので

った考え方に

は、障害者福

ってしまう人

障害者をと

懇話会」を設

がら議論を進

を策定し、

くりを目指し

する施策は

006年に国

ではなく社

に大きく変

福祉の分野

人たちへの

とりまく社

設置し、障

進め、「佐倉

障害のある

します。

は、障害者

国連で「障害

社会環境の不

変わろうと

野でも、障害

の対応など、

社会が急速

障害者団体や

倉市障害者

る人が障害

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6 ページ

に対する支

害者権利条

不備に多く

しています

害の概念、

、大幅な制

に変化する

や障害に関

者計画 とも

のない人と

ジ)

支援という

条約」が採択

くの原因が

す。 

制度間の

制度の見直

る中で、佐

関係する団

もに生きる

と同じよう

福祉的な観

択されたこ

ある」とい

格差是正や

しが進めら

倉市は「佐

体・機関か

るさくらプ

に地域で暮

 

観点で考え

とにより、

いう障害者

や、制度の

られていま

佐倉市障害

から広く意

ラン(第 4

暮らしてい

え

者

の

ま

害

意

4
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(障害

○ 国

な

(法

 

○ 都

(法

 

○ 市

構

て

(法

 

(佐倉

○ 佐

構

本

 

○ 佐

横

条

 

○ 佐

増

４

次

 

○ 佐

域

 

計画策定

害者基本法

国は、障害

な推進を図

法9条第

都道府県は

「都道府県

法9条第2

市町村は国

構想に即し

ています。

法9条第3

倉市障害者

佐倉市障害

構想があり

本的な計画

佐倉市地域

横断的な視

条) 

佐倉市の健

増進計画「

４次改訂版

次世代育成

佐倉市障害

域福祉計画

定の位置

法から見た

害者の福祉に

るため、「障

1項) 

は、国の障害

県障害者計画

2項) 

国の障害者基

し、障害者の

 

3項) 

者計画の位

害者計画の上

ます。佐倉

画です。 

域福祉計画は

視点から地域

健康福祉分野

健康さくら

版)、佐倉市

成支援行動計

害者計画は、

画の障害部門

付け 

障害者計画

に関する施

障害者基本

害者基本計

画」を策定

基本計画と

の状況を踏

置付け) 

上位計画と

倉市障害者

は、佐倉市

域福祉を推

野の計画と

ら21」、佐

障害福祉計

計画があり

、佐倉市の

門計画に位

画の位置付

施策と障害の

本計画」を

画を基本と

定することに

と都道府県障

踏まえ、「市

として、地方

者計画は、基

市の健康福祉

推進していく

として、佐倉

佐倉市障害者

計画、第４

ます。 

の健康・福祉

位置付けられ

(7ページ

付け) 

の予防に関

策定するこ

とするとと

になってい

障害者計画

町村障害者

方自治法第

基本構想に

祉分野の計

くための計

倉市福祉の

者計画「と

期佐倉市高

祉分野の計

れます。 

ジ)

関する施策

ことになっ

もに、障害

います。 

画を基本と

者計画」を

第２条第４項

に即した障

計画におけ

計画です。(

のまちづく

ともに生きる

高齢者福祉

計画のひと

の総合的か

ています。

害者の状況

するととも

策定するこ

項の規定に

害に関する

る共通理念

(社会福祉法

り計画、佐

るさくらプ

祉・介護計画

つであり、

 

かつ計画的

 

況を踏まえ、

もに、基本

ことになっ

による基本

る施策の基

念を定め、

法第１０７

佐倉市健康

プラン」(第

画、佐倉市
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ある人とそれ

ジ) 

障害者基本

継続的に日

の中の情勢

方に変わっ

葉県づくり

れを取り巻

法第２条に

常生活又は

が「障害は

てきたこと

条例」の理

巻く社会全体

に規定する

は社会生活

は個人では

とや、千葉
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表１ 

 

佐

倉

市

総

合

計

画 

地域

障 害

障 害

 

計画の期

第４次佐倉

期間として

佐倉市総合

後半の５年

佐倉市障害

２７年度ま

計画の期

基本構想

基本計画

域福祉計画 

害 者 計 画

福 祉 計 画

期間 

倉市総合計画

ています。 

合計画の１０

年間を後期計

害者計画の計

での５年間

間 

23年

想 

  

画 

 

 

画 
 

画 
 

第 2期計

第４次

画は平成２

０年間の計

計画として

計画期間は

間とします

年度 24

 

 

 

 

第

佐倉

計画 

次佐倉市総合

２３年度から

計画期間のう

て位置づけて

は、前期基本

す。 

4年度 2
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第２次佐倉市

倉市障害者計

第３期佐倉

合計画(基本構

前期基

ら平成３２

うち、前半

ています。

本計画に合

25年度 2

 

ージ) 

市地域福祉計

計画第４次改

倉市障害福祉

構想) 平成 2

基本計画 

２年度まで

の５年間を

 

合わせて平

26年度

 
計画 

改訂版 

祉計画

23年度から

の１０年間

を前期基本

成２３年度

27年度 

 

 

 

 

 

ら 10年間 

間を計画の

本計画とし、

度から平成

28年度～

３２年度

 

 

 

 

 

後期計画

の

成

～

度 


